
ＴＡＣ・Ｗセミナーでは、講師が教材作成のプロ集団と連携することによって教
材を作成しています。講師は、教材の作成方針を示し、教材の作成過程の検討
に直接に加わることによって、教材の作成に責任を持って関与していきます。
講師と教材作成者は、受講生のみなさんに「ＴＡＣ・Ｗセミナーの答練を受けて
良かった !!」、「勉強に役立った !!」と思ってもらえるような教材作りを目指して、
日々、「さらに本試験に近づけるには…」、「さらに良い問題・教材にするには…」
ということを真剣に話し合っています。みなさんの合格をサポートするため、
これからも全力を尽くしていきます！
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TACの論文式答練が出来上がるまで

TACの「論文答練」の教材はここがすごい！

本試験問題の徹底的な分析により
出題傾向を的確に把握

受験生が押さえておくべきポイント
や本試験の傾向を踏まえて出題方
針を決定

決定された出題方針に沿って問題原稿を作成

作成された原稿案について、各科目ごとの作問チームで真剣に議論
・本試験の傾向に沿った問題になっているのか？
・より「考えさせる」問題にするためには？
・受講生の学習に役立つ問題となっているか？ …etc

原稿の修正と検討会をくり返し、ようやく第1次原稿が完成。

問題の完成はまだまだ！経験豊富な熟練スタッフが
第2次原稿をさらに徹底的に検証

最終チェックを踏まえて、原稿を修正、変更
・最後の最後まで妥協なし！
この段階で問題原稿の大修正、素材自体の変更を
行う場合も！！

第1次原稿の作成に関与していないスタッフが第三者的な視点で原稿を徹底的に検証
ここでも再度
・本試験の傾向に沿った問題になっているのか？
・本当に受講生の学習に役立つ問題となっているのか？　等の観点から厳格に検証

検証を踏まえて、原稿を修正、変更
→第2次原稿の完成
・自信を持って高品質の問題を提供するために、問題原稿の大修正や問題の素材
  自体の変更を行う場合も！！
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4. 各種チェック
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科目によっては、この段階で講師・実務家による検証

考えさせる問題ばかりです！
単なる「判例の貼り付け」問題ではなく、基本から「考えさせる」問題
を提供していきます。本試験同様、現場思考力を問う問題です。
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参考答案とは違う筋、異なる立場を採っていても、きちんと評
価される採点基準です。これも本試験を意識して作成していま
す。答練を受けた後に、採点基準を利用して自己採点してみる
など、復習に活用しましょう。

3

掲載した判例・裁判例の中でも、特に重要なものについては、
その判例の意義・位置づけや射程範囲などについて、客観的な
分析を加えていきます。これにより、論点や判例・裁判例につ
いての理解を深めることができます！
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解説レジュメでは、問題文・答案例の次に、「出題の
趣旨」を掲載しています。まずここを読めば、出題の
意図や問題点の所在を把握できます。
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解説レジュメには「参考答案」と「実戦答案」の2通
を掲載しています。参考答案とは違う筋のものや、別
の論証も見ることができます。

4

総力を挙げて教材作成に取り組んでいます！総力を挙げて教材作成に取り組んでいます！総力を挙げて教材作成に取り組んでいます！


